
（別紙 1)

学位論文審査の結果の要旨

専 攻 畜産科学専攻（論文博士）

氏 名 山口諭

主 査 日国 主A
審 査委員署名 I 副 査 五）ぶ担 -

副 査 ) I|島壬杞

副 ー一査 l11隻轟賃尻）

副 査

題 目 1

北海道のホルス タイン集団における泌乳曲線の推定なら

びに体細胞スコアの遺伝的能力評価に関する研究

審査結果の要旨 (1,000字程度）

泌乳曲線は，飼養管理から選抜淘汰まで幅広く利用される酪農経営を効率的に

行うために必要不可欠な情報である。同様に体細胞数は，乳房炎の指標ともされ

ており，その増加により乳房炎発症リスクが高まり乳牛の長命性を低下させる可

能性があるなど，酪農家の収益に直結する情報である。泌乳曲線から得られる情

報および機能性（健康）形質を反映する指標を選抜に用いることで牛群の生産性

の向上が期待できる。そこで，本論文では，北海道のホルスタイン集団における

泌乳曲線の推定，体細胞スコア (SCS) と乳房炎の遺伝的能力評価方法に関する

一連の研究を実施した。

乳量，乳脂量，無脂固形分量，乳タンパク質量，乳脂率，無脂固形分率，乳夕

ンパク質率および SCSの 8形質に対し，泌乳曲線モデルの適合性を検討した。

泌乳曲線モデルは，形質と産次の組み合わせにより最適なモデルが異なったが，

Legendre多項式 4次に Wilminkの指数関数を組み合わせたモデルが汎用的に利

用可能であった。さらに，途中経過記録から 305日乳生産量の予測精度を調査し



たところ，牛群ごとの事前情報を考慮した多形質予測は，従来法と比較し，検定

回数の少ない段階で精度が高く偏りの小さい 305日乳生産量の予測が可能であっ

た。乳期内の相加的遺伝分散の変動を考慮した検定日体細胞スコア (SCS) に対

する多産次変量回帰分析の結果より， 305 日換算の SCSの遺伝率は，初産， 2産

および 3産でそれぞれ 0.18, 0. 19および 0.20であった。また，多形質解析よ

り，乳房炎の遺伝率は 0.05以下であり，乳房炎と SCS間の遺伝相関は， 0.66か

ら0.82の範囲であった。

当てはまりの良い泌乳曲線モデルの利用は乳量の予測精度を向上させる。一

方，汎用的なモデルの利用は実用的であり利便性を向上させる。泌乳曲線モデル

は，正確性，利便性および計算コストなどのバランスを考慮した選択が必要であ

るが，本研究で選択した泌乳曲線モデルは推定精度が高く， 日乳量，累積乳量，

泌乳曲線形状が適切に推定可能であることから飼養管理や選抜淘汰に活用する

ことができる。 SCSと乳房炎は，それぞれの初産と 2産間に高い遺伝相関が認め

られたことにより，いずれも初産の評価値による選抜が可能である。しかし，乳

房炎は，遺伝率が低いためその指示形質と一緒に遺伝評価を行い選抜の信頼性を

向上させる必要がある。 SCSと乳房炎間の遺伝相関より，遺伝的改良によって乳

房炎の発症を減少させるためには， SCSのみでなく，乳房炎抵抗性の遺伝的改良

を行うことが効果的である。本研究で提案したSCSと乳房炎の遺伝評価モデルは，

乳房炎抵抗性に関する選抜の正確性を向上させるほか乳質改善による損失の低

減が間接反応として期待できる。

これらの研究成果のうち，泌乳曲線モデルは家畜改良センターが発表している

国内の遺伝的能力評価モデルに，多形質予測法による泌乳形質の予測値は北海道

内の牛群検定情報に採用されるなど，国内の酪農産業の発展に寄与している。

以上について，審査委員全員一致で本論文が帯広畜産大学大学院畜産学研究科

における論文博士（農学）の学位論文として十分価値があると認めた。
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学力の確認の結果の要旨
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要 旨
日

主査および副査 3名は，学位申請者に対して Web会議システムを使用し，学位申

請者本人に口頭発表による学位論文内容の説明を行わせ，その内容について質疑

応答を行った。また，関連する専門知識について口頭により諮問を行った。

その結果，申請者より満足できる回答が得られたため，審査委員全員一致で

学位申請者が帯広畜産大学大学院畜産学研究科における博士（農学）の学位を授

与された者と同等以上の学力があることを確認した。




